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研究成果の概要（和文）：（研究計画最終年度の応募が採択され、本テーマ終了し次テーマを開始中）海馬-前
頭前野路は作業記憶を担うとされる。私達は、海馬-前頭前野路が腹側海馬-前頭前野路と中間海馬-前頭前野路
に分類できる可能性を示してきた（Takita, Fujiwara, Izaki. 2013）。また、その腹側路と中間路は、情報を
収束する構造をしており、お互いの経路が電気生理的に相互作用するので、行動上でも相互作用する可能性を模
索した。本研究では、オペラント課題や迷路実験を通して、2つのサブ経路間の関係を解析することを実施し
た。そして、ヒト作業記憶との関係性についても言及するため、別途、並行してヒトでの実験を実施した。

研究成果の概要（英文）：The hippocampus-prefrontal cortical pathway is considered to be responsible 
for working memory. We have shown that the hippocampus-prefrontal pathway can be classified as 
ventral hippocampus-prefrontal route starting at the ventral hippocampus and intermediate 
hippocampus-prefrontal route starting at the intermediate hippocampus (Takita, Fujiwara, Izaki. 
2013). In addition, the ventral hippocampus-prefrontal and the intermediate hippocampus-prefrontal 
routes have a structure that converges information, and since the routes interact with each other 
electrophysiologically, there is a possibility of behavioral interaction as well. In this study, we 
analyzed the relationship between two routes through operant task and maze experiment. Then, in 
order to mention the relationship with human working memory, experiments with human subjects were 
conducted separately and in parallel.

研究分野： 実験心理学
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
副産物的学術的意義は、連合記憶を介した作業記憶と連合記憶を介さない作業記憶には、質的な違いがありそう
だということである。本テーマは、ラットで詳細に行ってきたが、連合学習がし安い実験セットと連合学習がし
辛い実験セットの作業記憶成績を比較した時、格段に成績スコアの良かったのは前者の方であった。具体的に
は、ラットの作業記憶成績は、迷路実験の方がオペラント実験よりもよく、連合学習が作業記憶をサポートでき
ることを認めた。これは、日常生活場面で、連合学習性を増加させてヒトの作業記憶をサポートできる可能性を
示唆している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

海馬-前頭前野路は、作業記憶を担うとされている。私達は、海馬-前頭前野路が、腹
側海馬を始点とする腹側海馬-前頭前野路と、中間海馬を始点とする中間海馬-前頭前野路に分
類できる可能性を示してきた（Takita, Fujiwara, Izaki. 2013）。また、その腹側路と中間路は、
情報を収束する構造をしており、お互いの経路が電気生理的に相互作用するので、行動上でも
相互作用する可能性を模索した。 
 
２．研究の目的 

本研究では、オペラント課題や迷路実験を通して、2 つのサブ経路間の関係を解析す
ることを実施した。そして、ヒト作業記憶との関係性についても解析を計画している。 

 
 

 
３．研究の方法 

SD 系ラットを用い、飼育と実験は代表者と雇用した非常勤によって実施された。2
レバーを用いるオルトン型オペラント遅延交代課題と迷路実験を比較検討しつつ、イボテン酸
破壊実験と電気生理実験を実施した（下図参照）。 

 
 

 



４．研究成果 
 本テーマは、研究計画最終年度の応募が採択されて終了し、次テーマへ引き継がれ、
ヒト作業記憶との関係性についても解析が進んでいる。 
 副産物的学術成果は、連合記憶を介した作業記憶と連合記憶を介さない作業記憶には、
質的な違いのある可能性を示すことができたことである。本テーマをラットで詳細に解析し、
ラットの作業記憶は、迷路実験の方がオペラント実験よりも成績が増加しやすくトレーニング
期間も大きく違った。これは、日常生活場面で、連合学習性を増加させてヒトの作業記憶をサ
ポートできる可能性を示唆している。 
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